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夏の蜘蛛 下巧ご天城 

髙 島審雖 C 採萊） 

巧な巧本鄕區約这嗯町5 

植 村 利 夫〔をを） 

お巧巧擲邸川區西ヶ原邮别〇 
〔昭||]11华9巧5日受領） 

7月に日から19日迄が召:下田でが2厨の蜘蛛採集を試みた。楠當熱'じ、に採.樂 
したのだが何分經驗谴き人閒とて珍寶をむひ得なかつたのは後段の日錄に巧ず 
頭りである。併し夏の下旧の蜘坡が!を窺ひ得るとぶひ敢て掲げる0滯在中7巧 
17目を朔して宿望の天城登山を巧った。巧巧をは嘗ての r 橄物及動物」編轉お 
任，現をは文理大臨海實驗所常值110製增聽夫擧±である。 S 增，离なの組な 
せ•でが携へて天城山に採集するなど今年の3巧頃迄誰が想像しがられやう。を 
く運命の不可思議を噢ずる計!)である。牛前 S 時10み下巧の內の東海自動率發 
清•所から修善奇行の乘合に乘り込む。かの「お繩うさん」の操縱する摇をの大 
塑自動率である。天域登山口まで約1時閒ホ，往復運質ぉ：)錢だから和當なも 
のでをる。修善寺避由で逆に來られる立は矢張り歌海自動率で天城登山口卽ち 
灭城隧道の手前で降りれば宜い。山义山の九十九巧をハンドルを左旋し或はお 
捉しチンドン屋みをいなを取りで疾驅するのであるから，命掌礫が r 下は地獄 
でも上は極樂」の說明の文巧も餘りあでにならぬと體增巧と笑ひをった。とて 
もヒヤヒヤさせられる個巧がをる。化の苹掌鑛聲は低いが愕くべき美文調 ( D あ 
ぶ巧で次々と率窓より望見出來る《所舊蹟の說明をして吳れる。»國時代の豪 
傑の爭覇から天城山の庚因にまであび餘り英文過ぎて嗎化を懼しさうな部分も 
あったのを彼の女の言葉を借りて r 皆礫をしく御推繫下さいませ」。天城隧遺を 
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湿り抜‘けると天城登山口である。瑚來'甚だ陰鱗な天氣で豐•增巧;を引張りおした 
乎前'じ、中暗嬉をるものがあつをが，革が天城にか、る頃から陽光雲閒に燦めき 
暴からずをからず絕な-の曰和となる。をまけに登山遊は坦々としてとても樂だ 
し遊物は應接に逞無 < 今迄度々採集もしたが此時位娛しい,恩ひをしたことが無 
い。交通不便の故をなてハイカ"-も稀だし採集家などにはかして遞遍 f ない0 
全く惜しいがでをる。蜘蛛はもとよりザトウムシ•ダニ • 馬陸 • 結闕類•サィ、 
ガニ•屋蟲（殊に蝶と禪）うふ腹巧類まで探るといふ懲張り方で道は中々涉ら 
ない。程よい所で豐增巧が持參して下さつた握り飯を巧戴して一服したが，山 
中に頗る多いキマダラヒカゲがおかずの所へ置巧挪< やつてホて，巧が嫌がつ 
て之を逐ふのは可笑しかつた。贿くしてハイカーなら1時間50みで建すると云 
ふ八了池まで吾々は3時閒を赞して到清した。トンネルは海拔巧〇米であるが 
八 T 池の所は1巧了ホになつて居り音々は其處で引返したう r 連山の最高峰萬吉郎 
岳は: U 05 米に及ぶ。名に負ふモリアヲガヘルの卯塊は時季遞 < 一つもなられな 
かつたが S 增巧は實驗が料をるホモリの採集に巧淺を始め30分とかからぬに百 
數十顚をせしめ非常に焼んで居られた。天城山は伊豆の巧力贺巧兩郡雜に跨が 
り化の姐な南の地は巧謂奧が豆或は南が夏である0採集は八下池迄で十みで頂 
上を極めるのはハイカーの領域だ。天城の動物栖は才こだ巧ど闡明されて居らぬ 
機で獅蛛の採集にしても私達二人が多み鳴矢であらう。がの意味で後段の窗定 
巧:鑛はを目に値し下手な案內記をも〇しを所がも誌承して頂けると惟ふ。歸り 
は氷生地（スイシヨーチと讚む）に出る路を採るのが‘頭ひで私達も之を下つを0 
今上陛下も化處をお下りになつをのだが往路よりも嗦阻がしおまけに道を間違 
へて渡るにつらき丸木擺，脚下の溪流に落ちもやせんと肝をがしを0良動単が 
2時閒置きにしか通らぬ〇で道路で待ち能びるのはと、細いものである。巧の逆 
をへツドライトを賴りに進むバスに搖られて下旧に蕭いをら8時過ぎ。斯んな 
に遲くなるのもどうかと思ふから始めて巧かれる御方は歸りのバスの時刻を豫 
めが究しをれに應じて登り且つ下りすることがげ梨であらう。を々御面倒をお 
かけした®增擧主と地理上の知識を與へて下さつた尾原信意擧±に嗚謝する0 





下巧の部 


1. 

2 . 

3 . 

4 . 


5 

む 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13. 

14. 


15 . 


が . 

17* 

化 


Fam. THERIDIIDAE ひめぐも不斗 

Lithvphanies Uuhnis Do ご ui かが Strand ヌ サグモ 

Taeridion japonicum Boescjjberg* ct Strain d ヒメ ダ、モ 

Theridion tepidarioram L. Koch ホホヒメ グモ 


Fam. ARGIOPIDAE こがねぐも科 


Argiope amoena 1^. Koch 
Arawm tritennieki (Scodou) 
Araneus naulims (L. ivoch) 


コガネグみ 
ナガコガネグモ 
イへホ=グモ 


Araneus veniricosxis (L. Ivoch) 


づ'ニク.モ* 


JjCiieatige hlanda 一. Koch) 

Nephila elavaia (Tj. KodO 
Shiga 8p. 

了 eb’ayiicitha pvauloid 化 !」• Ivoch 
Telrarjnaiha japonica Bo が e り berg ct Strand 


シロガネグモ 
デヨ ラウ グモ 
シンガー極 
アシナガグを 
卞サ ガタアシナガグモ 


Fa 抑 . PISAURIDAE きしだぐも科 

IMoraedes angitdanmaius Kishida スデボソバシリグモ 

Dohmedes sulfur eus L, Koch イワウイロハシリグモ 


Fam. LYCOSIDAE どくぐも科 

Lveos 议 T-mSignita Bocseiibcrt^ ct Strand 


ウダキドクグモ 


Fam. OXYOPIDAE さ ^ ぐを科 

JSishma generosa IvisliiJa 

Fam. AGELENIDAE をなぐも科 
Agelena limhata Thorell 
Agete7ia omdenia L. Ivoch 


ニシナグモ 

クサグみ 
コクサグを 
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19 . 

20 . 

21 . 

22 . 

23 . 

24 . 

25 . 

洗 

27 . 


2 . 

ふ 

4 . 

5 . 


Fam. THOMISIDAE かにぐも科 

misumena tricxispiaata (Fabrieius) ィ、ナダ，を 

Aysncus evliippiaius Simon ヤ ミイ ロカ ニゲを 

Fam. SALTICIDAE はへとりぐも巧 

Plextiypus pamiuti (Aiidoiun ) チ ヤスデゾ、へ卜 u 

お hene airata ivarsch 为ラスハへトリ 

Menemerus eovfunis Boeseiiberg et Strand ノ 、へ トリグモ 

Fam. CLUBIONIDAE ふくろぐも 

Chmona jum れ过 a Karsch ヤハズフ クロク’モ 

Claotona ep. フクログモーち巫 

Fam. HETEROPODIDAE あしだかぐも科 


jtieterovoda venatoria ( Linnaoiis ) 

Fam. CTENIDAE 

Anahiia fauna ん arscli 


し長ミぐもす斗 


アシダカグモ 


ドク ダモモ •ドキ 


灭城山の部 

Fam. ULOBORIDAE うづぐもで斗 

Ulobw'us sjx 

Fam. LINYPHIIDAE さらぐも巧 

J^inyphia nippomca Ivishula 

Fam. ARGIOPIDAE こ がねぐも科 


ウブグ モー趣 


ヒラサラ.グモ 


Aranetcs sp, ォニグモー述 ( 幼） 

Lexicange hlanda (^ ム . Koch) シ p グネグモ 

Fam. PISAURIDAE きくだぐも科 

jJotomedes pahi farms Boesciibcrf^ et Straiid スデブトハシリダみ 

Fam. LICOSIDAE どくぐも科 




リ进） 


スデドクグモ 
ドクグモー穗 ( 幼） 


6. Lycosa viraaia Kishida 

7. Ltjcoea な ). 

Fam. THOMISIDAE 力 > にぐも科 

8. Oxytate striatipes L. Ivoch ワカノ'?グモ 

9. Plsihis truncaius (Pallas) タンバグモ 

Fam. SALTICIDAE はへとりぐも科 
10- Flexlppus paykulU (Audouin) チヤスデハへトリ 

11. PJiene airata (Kar 託 ‘ h) カラスハへトリ 

8 巧中旬から下旬にかけ 4 曰程ホ下のに滯をした。臨地夏季大擧のぉず傅ひ 
を したので蜘蛛は採るには探つたがが僧•探集洩れがをつを機に想ふ。8月11曰 
には黑澤業房巧，巧永かうかお，蛙狂!巧‘一巧の方々と共に2度吕の天城登山をや 
つた。速日の孕灭が樂つて採集巧鶴は化の前の時より少し寂しい。前罔®增巧 
と*食を偕にした所には碰かに龍が落ちて居をの力;，來て見ると水がをく洞れ 
て形跡を密めず之を觀りに登つて來られた末永女史にはぉ氣の毒な次第であつ 
た。八下池まで水力；ぐんと減つて水邊に沿つて行幸記を碑までホいて巧ける。を 
れと知らず見晴し墓から池を俯贩しを際巧< のに便利な赖に氷邊の雜叢を巧り 
巧つたのだらうと想條したむは笑止でをつた。今日は姉蟲網を拭:つたのが 3 人 
居るし池畔で矢張り網を持つたみ年に遭つを。遊山のをも相當ある。記念碑の厕 
の茶店の人に斯ういふ1なな•でやつて來る人が他にもをるかと訊いたら近頃は仲 
々多いとのことで油獸がならね。記,をスタムプはモリアブガへルを象り仲々面 
白いもので集巧癖の無いおも打棄て1置かれず菓子の空袋に S つ四つ押して來 
を。飾りは注意して迷はチ水生地に下りることが出來，ス城隧道まで步きバス 
を待つて下のに歸還した。下困及び天城の蜘蛛は下褐の通り。 

下 旧の 部 


Fam. ULOBORIDAE うづぐも科 
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2 . 

3 . 

ん 

5. 

6 . 
7 . 


8 . 


9 . 


10 . 

11 . 

12 . 

13. 

14 . 

15 . 

16 . 


17 . 


18 . 


ホホヒメク•'啦 


/•へ ホ ニグモ 
卞マシロホニク''モ 
サツマノミダマシ 
コガタコガネグモ 
シロ ダネグモ 
デヨラウグモ 
卞サガタアシナガグモ 


ilh なク，てり ?!?,! りぶが anmmli 另 Boesenbcrg cc StraiKl マネキク’'去 

Fam. THE 校 IDIIDAE ひめぐも科 
Thenaion i€j)Ldanoram C. L. Koch 

Fam. ARGIOPIDAE こ力;ねぐも利- 
Araneas ‘n'aut icus (L. Kocli) 

Araneus mjlla (ivarscli) 

Aranetts がか成)'なが Boescnberg et StraiKl 
Argiope mimda ivarsch 
ム ev—ca'u が hlanda (L. Koch) 

Nephila clavata L. Kocli 
Teiragnaiha japonica Boesenberg et Strand 

Fam. PIS AURIDAE ましだぐも科 

Dolomedes suljurem1 j. Koch イ ワ ウイ ロハシリグモ 

Fam. LYCOCIDAE どくぐもす斗 

Lycosa sp, ドクグモー趣 

Fam. OXYOPIDAE さ、ぐも科 
Nishina acnerosa Kishida ニ シナグモ 

Fam. THOMISIDAE 力过にぐも利 ‘ 

Muumena trieiispimia 山 abncius ノ、ナグモ 

Pistius truneatm (Pallas) タンノく ダモ 

Thomisiis albm Gmeliii シロ アブチグ巧 

ぶ ysticus ejjhippiahis Simcm ヤミイ ロカニグ巧 

Fam. SALTICIDAE はへ とりぐも科 

Plexippus pavJcuUi ( Audouin) チヤスデハへトリ 

Fa 抑 . HETEROPODIDAE あ しだかぐも巧 

Ileieropoda venatoria (Liunacas) 


アシダカグ哥- 



cm つ 


天が山の部 


Fam. ARGIOPIDAE こ がねぐ も 科 

1. Araiiem sp. ホニグモー穗 ( 巧） 

2. Cyclosa argenteoalha Bocscnberg et Strand ギン メ ツキ 

Fanu PISAURIDAE きしだぐも科 

3. Dolomedes pallitarsis Boeseiibcrg et Strand スデブ トハ シリグモ 

4 . Dolomedes sitlfureus L. Koch イワウイ ロハシリグモ 

Fam. AGELENIDAE くさぐも科 

5. Coras insidiosiis (L. Kocli) イホグモ 

Fam. T 虹 OMISIDAE かにぐも科 

6. Oxytate siriatipes L. Koch ワカバグモ 

Fam. SALTICIDAE はへとりぐも科 
マ . Sitticus sp. ハへ トリグモ ー種 


Fam . CLU 技 IONIDAE ふ < ろぐも巧 

8. Cluoionajapomcola Boeseiiberg et Strand ハマキフク ロクモ 


第二回蜘蛛採集をを吿 

去るホ巧ぶ a 第一回细巧巧集會合天唆山に關催なし，其の槪化に第二號 I こ報吿 
してわをましすこが，同山！こじ別稿1こも記しず:逾リカネコトタブグモの如を珍なな 
をずる化，夕數の貴重な鞭猿がか J ， がの採集をも天贊山て駱懼してはとのを望 
も巧當わリよしずこので，今回樹議の上巧〇だを蟲趣ホの曾とを同生懼として，第二 
巧の如殊採集會も，天赞山Iこ閒懼する葬Iこ決をま女しましす:。 

10巧25日（前天なら!てホの日靖）午前8時武藏數綜化袋展集を〇な樓電軍 
質に一圆二十錠でず〇時間に遲れない様な藏してを數御參を下さい〇 

尙第 一回の巧集な目錄け本號に褐載ず る- 答でしす:が都合上な年に延期し 第二 
回の採集なとをだて资表なず豫をでず。 （植村•記） 




